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20１５年度版 オレンジブック９ 実務 改訂表 
2016 年５月 27 日現在 

日本薬局方の改訂、法改正等により以下の箇所が変更となります。 

 

◇オレンジブック９◇ 

ページ 箇所 訂正前 訂正後 

238 
滅菌法の枠内 

加熱法の分類 

239 
Exercise1 

5 行目 

246 
問 4 

選択肢１ 

247 
問 1 

選択肢５ 

247 
問 1 

選択肢 5 解説 

248 
問 4 

選択肢 3 

248 

問 4 

選択肢 3 解説 

1・4 行目 

高圧蒸気法 湿熱法 

５）薬学管理料 重複投与・相互作用防止加算 重複投薬・相互作用等防止加算 

524 
５）薬学管理料

重複投薬・相互作

用等防止加算 

薬歴等の確認により重複投与・相互作

用の防止のために処方医に問い合わ

せをした場合。 

処方が変更された場合。（20 点） 

処方が変更されなかった場合。（10

点） 

薬歴等の確認により重複投薬・相互作用

等の防止のために処方医に問い合わせ

をし、処方が変更された場合。（30 点） 

Exercise４ 

6 行目 

後発医薬品の使用割合が 22％以上の

保険薬局は、後発医薬品（⑤    ）

加算が算定できる。 

後発医薬品の調剤数量が 65％以上の保

険薬局は、後発医薬品（⑤      ）

加算が算定できる。 

Exercise４ 

7 行目 

患者の同意を得て、後発医薬品に変更

調剤する場合に、短期間後発医薬品を

試せるように調剤期間を分割した場

合には、後発医薬品（⑥      ）

加算が算定できる。 

調 剤 基 本 料 に お け る 後 発 医 薬 品

（⑥       ）は、患者の同意を

得て、後発医薬品に変更調剤する場合

に、短期間後発医薬品を試せるように調

剤期間を分割した場合に算定できる。 

528 

Exercise４ 

12 行目 

長期投薬情報提供料の対象となるも

のは（⑩    ）日以上のものであ

る。 

長期投薬分割調剤の調剤基本料を算定

する要件として、処方箋上の投与日数が

（⑩    ）日以上であることが挙げ

られる。 
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（補足） 

29 
処方箋の図 

保険医療機関及び保険医療養担当規則の改正により、平成 28 年 4 月 1 日より

処方箋の様式（備考欄）が変更された。 

【変更前】 

 

 

 

 

 

【変更後】 

 

 

 

 

 

 

 

 


